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大日本スクリーン製造株式会社

株式会社コムテックス

大日本スクリーンとコムテックスが
製版印刷機器の技術、製造、販売に関して業務提携

大日本スクリーン製造株式会社（本社：京都市上京区）のメディアテクノロジーカンパニー（社長：森

野 富次）と株式会社コムテックス（本社：大阪市北区、会長兼社長：渡辺 孝男）は4月16日、製版印刷

機器分野における技術・製造・販売および材料・消耗品販売に関して、業務提携を締結しました。

今回の業務提携は、印刷用刷版出力装置（Computer to Plate: CTP）や出力データ演算装置（Raster

Image Processor : RIP）などの開発・製造・販売を手がける大日本スクリーンと、国産および海外製

の*フレキソ印刷用関連機器や特殊印刷で使用される入出力機、ソフトウエアに関する販売や技術サー

ビス、および材料、消耗品販売を行うコムテックスが連携することで、両社の事業領域の拡大を図ると

ともに、製版印刷業界でのシェア向上を目指すものです。

これにより、今後、市場の拡大が予想されるフレキソ印刷関連商品などの技術協力を行い、新製品の

開発を行うほか、ガラス、アルミ、プラスチックなどに印刷できる大型インクジェット印刷機や地図な

どの複製、および紙やフィルム原稿などのデジタルデータ化に使用される大型平面入力装置、フレキソ

印刷露光装置、偽造防止ソフトウェアなどの販売における協力関係を構築します。また、感光材料メー

カーとの関係を強化することで、豊富な品揃えと迅速なデリバリー体勢を整えます。

この業務提携により、2年後には両社それぞれの印刷・製版分野における国内売上高の20％増を見込

んでいます。

＊フレキソ印刷
ゴムや感光性樹脂等の弾性のある版材と液状インキを使った凸版印刷方式。紙のほかに段ボールや紙器、プラスチック・
フイルム梱包材、シールラベルなどの印刷に用いられる。環境に配慮した印材などを使用するため、欧米で人気を集め
つつある。

《本件に関するお問い合わせ先》

大日本スクリーン製造株式会社

広報室：中村

〒602-8585　京都市上京区堀川通寺之内上る４丁目天神北町１-１

TEL：075-414-7131

株式会社コムテックス

山村

〒530-0054　大阪市北区南森町二丁目3番9号

TEL:06-6313-3351
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＜会社概要＞

社名

設立

本社

代表者

資本金

従業員数

営業拠点数

売上金額

事業内容

大日本スクリーン製造株式会社

1943年10月11日

京都市上京区堀川通寺之内上る４丁目天神北

町１-１

取締役会長兼社長　石田　明

371億円

2,625名

174,218百万円　（2002年3月期　連結）

【電子工業用機器】

（半導体機器カンパニー、FPD機器カンパニー、

電子機器カンパニーなど）

半導体製造装置、フラットパネルディスプレー

（FPD)製造装置、プリント基板製造装置、ウエ

ハ・液晶・プリント基板用検査／測定機器、ブラ

ウン管用マスク

【画像情報処理機器】

（*メディアテクノロジーカンパニーなど）

画像処理システム、カラースキャナー、フィルムレ

コーダー、プレートレコーダー（CTP）、デジタル印

刷機、デジタルカラー校正機、 デジタルフォント、

殖版機、グラビア彫刻機、通信ネットワークサー

ビス

株式会社コムテックス

1964年1月10日

大阪市北区南森町二丁目3番9号

取締役会長兼社長　渡辺孝男

9,990万円

170名

5支社・支店、7営業所

9,378百万円　（2002年9月期）

【画像情報処理機械】

画像処理システム、カラースキャナー、フィルムレ

コーダー、プレートレコーダー（CTP）、フレキソ用

プレートレコーダー、INCAデジタル印刷機、偽

造防止ソフト、デジタルカメラ等の販売および技

術サービス

【製版印刷用資材】

製版用フィルム、印刷用プレート、印刷関連薬品

等の販売

＊：メディアテクノロジーカンパニー
　　カンパニー社長  上席執行役員　森野富次


